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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立湧心館高等）学校 令和元年度（２０１９年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

（１）確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 
（２）道徳性と豊かな情操を育む 
（３）心身の健康を自己管理する態度を養う 

 

２ 本年度の重点目標 
【確かな学力・自己実現を図る態度の育成】 
（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育む。 

（２）基礎・基本を定着させ、一人ひとりに応じた教科学習指導を行う。 
（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、一人ひとりに応じた進路指導を行う。 
【道徳心と豊かな情操】 
（１）自分の大切さとともに他の人の大切さを認める態度を育む。 
（２）規範意識を身に付け、善悪を判断し、自ら律する力を育む。 
（３）我が国の伝統と文化を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 
【心身の健康の自己管理】 
（１）正しい食習慣と生活習慣を身に付けさせる。 
（２）運動に親しむ態度を育み、体力を向上させる。 
（３）危険を予測回避する力を向上させる。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

三課程（
全定通）
運営と学
校経営の
整合性を
図る 
 
 

本校のｽｸｰﾙｱｲ
ﾃﾞﾝﾃｨﾃｨが三
課程で、共有
化されている
か。課程間の
情報交換が、
継続的に図ら
れているか。
より良く改善
が進められて
いるか。 

教務・進路・
生徒指導部の
情報の共有化
および連携の
強化を図る。
三課程での研
修を年に2回
開催。 

・三課程教頭
間で定期的  
に情報交換す
る。 
・三 課 程 で 
研修を企画す
る。 
・三課程で協
力し、創立 
40周年記念式
典を成功させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

（成果） 
創立40周年記念式典は
職員の協力により、特に
大きなミスもなく無事
に終えることができた。 
（課題） 
・次回は創立50周年記
念式典を迎え、定時制が
主となり開催するが、三
課程の情報共有及び協
力が不可欠である。 
・目標である三課程合
同での研修は夏休みの
１回に終わった。人権教
育の職員研修など三課
程合同を検討する。 
 

適応指導
の充実 
 
 

学年及び関係
する分掌部が
連携して具体
的な取組が進
められている
か。 
 

年間を通した
新入生への、
適応指導の充
実。１年生の
転学・転籍・
退学者数割合
12％以内。 
 

適応指導委員
会が作成する
シラバスに従
い学年や各分
掌部がそれぞ
れの取組を実
施する。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 

（成果） 
適応指導シラバスに加
えソーシャルスキルト
レーニング（以下SST）等
を工夫して取り入れた。 
（課題） 
・入学後、頑張っていた
生徒も夏休み明けから
徐々にクラスの雰囲気
に馴染めないことが多
かった。 
・SSTの実施回数を増や
すなど、生徒状況の把握
に努める。 
・指導に手のかかる生
徒が増え、担任や学年主
任への負担が増えた。 
・今年度は４月の生徒
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理解研修で名前の挙が
っていない生徒の問題
行動が目立ち、新入生全
員の全職員への情報共
有及び全職員による対
策を検討したい。 
 

働き方改
革の推進 

・勤務時間内
に仕事を終わ
らせようとす
る意識を持っ
ているか。 
・優先しなけ
ればならない
仕事と時間を
かけてよい仕
事を整理して
業務に当たっ
ているか。 
・会議の削減
に努め無駄を
省き所要時間
の短縮に努め
ているか。 
・課題を一人
で抱え込まず
学年や管理職
に相談してい
るか。 

・全職員の１
か月の在校等
時間の総時間
から条例等で
定められた勤
務時間の総時
間を減じた時
間が45時間を
超えない。 
・全職員の１
年間の在校等
時間の総時間
から条例等で
定められた勤
務時間の総時
間を減じた時
間が、360時間
を超えない。 

 

・職員は勤務
時間に仕事を
終わらせるこ
とを意識して
業務を行う。 
・仕事の優先
順位を付け、
計画的に業務
に 当 た る 。 
・会議は必要
に応じ開催し
時間をかけな
いことを意識
する。 
・一人で問題
に対処せず、
学年、管理職
が支援し組織
として対応す
る。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

（成果） 
勤務時間外在校時間を 
45時間内に抑えようと
する職員が増えた。 
（課題） 
・勤務時間外の在校時
間が80時間や中には100
時間を超える職員もお
り、目標を達成したとは
言えない。 
・勤務時間内に仕事を
終わらせようとする職
員の意識を高めるとと
もに各職員が受け持つ
仕事量を再配分する必
要がある。 
・次年度は会議の開催
の見直し、学校行事の精
選も運営委員会で検討
する。また、考査期間中
の会議も精選する。 
 

 
学力  
向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主体的・
対話的で
深い学び
の中での
思考力・
判断力・
表現力の
育成 
 
 
 

・生涯にわた
って探究を深
める未来の創
り手を育てる
授業となって
いるか。 
・各教科・科
目等の特質に
応じた見方・
考え方を働か
せながら知識
を相互に関連
付けてより深
く理解した  
り、情報を精
査して考えを
形成したり、
問題を見出し
て解決策を考
えたり思いや
考えをもとに
創造すること
に向かう過程
を重視した授
業となってい
るか。 

・アクティブ
・ラーニング
型授業を実践
している職員
の割合が90％
以上。 
・その他のも
生徒の思考力
・判断力・表
現力を伸ばす
活動を取り入
れた授業の実
施率が90％以
上。 
 

・公開授業・
研究授業を実
施する。近隣
中学校からも
アドバイスを
いただく。 
・大学入学共
通テスト対策
を意識し、定
期考査に思考
力・判断力・
表現力を試す
問題を入れ  
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

（成果） 
・公開授業・研究授業 
や、近隣小中学校への授
業参観は予定通り実施
できた。授業では主体的
・対話的で深い学びへ
のアプローチが進んだ。 
（課題） 
定期考査に思考力を問
う問題を入れることに
ついては工夫が必要と
思われる。 
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「学びの

ユニバー

サルデザ

イン」の

構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様化する生
徒のニーズに
応じた授業改
善ができてい
るか。 

ユニバーサル
デザインの視
点を取り入れ
た授業の実施
率80％以上 

・学習の環境
の整備を始め
とする基礎的
環境整備の充
実を図る。 
・県立教育セ
ンター指導主
事等のアドバ
イスを踏ま  
え、ユニバー
サルデザイン
の視点を取り
入れた授業を
実践する。 
・基礎学力及
び学習習慣の
定着。 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

（成果） 
特別支援教育課指導主
事・県立教育センター・
スーパーティーチャー
の指導を受け、少しずつ
授業改革が進んだ。 
（課題） 
本校では特別な教育的
支援を必要とする生徒
が増えつつあり、講義形
式の授業から、生徒の学
びを保証するための授
業へと転換していかな
ければならない。 

小中学校等か
らの学びの連
続性の確保と
多様な学びの
場が整備され
ているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「通級による
指導」の授業
（自立活動）
を受けて良か
ったと回答し
た生徒が80％
以上。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「通級によ
る指導」開始
時点での生徒
のニーズを把
握。 
・１年間の長
期目標ととも
に、当面の短
期目標を定  
め、指導のね
らいの明確  
化。 
・教職員全員
が「通級によ
る指導」を理
解し、支援し
他教科の授業
においてもそ
の指導方法を
活用する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（成果） 
・今年度は職員研修に
おいて、ビデオで録画し
た「通級による指導」の
授業を視聴し、授業の実
態を学習することがで
きた。 
・今年度は「通級による
指導」の担当を二人に増
やし、一人にかかる負担
を軽減できた。 
（課題） 
「通級による指導」のノ
ウハウを他教科の職員
に紹介することにより、
すべての授業において
生徒が分かる授業及び
主体的に考える授業の
実現を目指す。 
 

単位制の
特徴を生
かした教
育課程の
検討 
 
 
 
 
 
 
 

学校の教育目
標を踏まえた
カリキュラム
・マネジメン
トを推進して
いるか。 
 

授業を精選し
新旧のカリキ
ュラムの授業
をどのように
開講していく
か、「教育課
程検討委員会
」を月１回開
催する。 
 

・教科等の目
標や内容の見
直しを行い、
言語能力・情
報活用能力・
問題発見解決
能力等の育成
を図る。 
・教育内容や
教育活動の質
の向上を検討
する。 
 

 
 
 
 
 
 
Ｃ 

（成果） 
5月に育友会総会のカリ
キュラムガイダンス、6
月に科目ガイダンス、8
～9月に個人面談を実施
し、自分の進路を見据え
たカリキュラムを組ま
せた。 
（課題） 
・カリキュラム選択は
進路目標との繋がりを
考えた選択であること
を生徒に確認させるべ
きである。 
・学校の教育目標を踏
まえ、本校生徒にあった
カリキュラムとなって
いるか、今一度各教科で
検討する必要がある。 
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キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の推
進 
 

多様化する社
会構造を踏ま
え、社会的・職
業的自立に向
けた能力・態
度が育成され
ているか。 
 

進路講話・職
場見学・進学
ガイダンス・
ボランティア
活動を通して
具体的イメー
ジ（職業観）
を持った生徒
が80％以上。 
 

外部機関が主
催する事業や
地域・保護者
及び産官学と
の連携をはか
り、校内の取
組を連動させ
て実施する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 

（成果） 
・本校同窓会、中小企業
家同友会、ハローワーク
等の外部機関と連携を
図り、校内外での進路行
事を充実させることが
できた。 
（課題） 
・活動には参加するが、
積極的に取り組む態度
に結びついていない。 
・保護者との協力のも
とに行事を進める機会
が少ない。 
 

インターンシ
ップを通して
働くことの意
味や意義を考
え、将来の進
路目標を定め
た生徒が80％
以上。 
 

職業講話等の
事前指導、事
業所との事前
の打合せや、
礼状の送付等
を含め、活動
の全体で大き
な学びが得ら
れるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

（成果） 
・インターンシップは
事前指導から事後指導
まで計画どおりに進め
られた。 
・生徒の進路希望に沿
った職種のインターン
シップ受け入れ先を新
規に開拓することがで
きた。 
・インターンシップ受
け入れ先との連携や実
習内容に課題があるも
のの、事前指導から事後
指導まで生徒は一生懸
命取り組み、校内での指
導では得られない学び
が得られた。 
（課題） 
・一部の生徒の意識の
変化が見られない。実習
に参加できない生徒が
いる。 
 

働くことの意
義を理解する
とともに自身
の将来像を現
実的にイメー
ジし、行動に
移す生徒が 
80％以上。 
 

進路・就職ガ
イダンスへの
積極的な参加
を通して、望
ましい職業観
を形成し、進
路実現につな
がる積極的か
つ具体的な学
習に取り組ま
せる。 
 

 
 
 
 
Ｃ 

（成果） 
・進路・就職ガイダンス
等を通して働く意義を
理解させ、今後の進路実
現につながる示唆をい
ただいた。 
・公務員との交流会や
建設産業ガイダンスへ
予定通り参加した。 
（課題） 
日頃の学習活動が将来
にどのように結びつく
のかを意識させる必要
がある。 
 
 

進路目標
の達成 
 
 
 
 
 

個に応じた進
路指導の推進
が進路目標の
達成につなが
っているか。 
 
 

進路希望調査
・適性検査な
どを通して進
路目標を設定
した生徒が 
60％以上 
 

二者面談・三
者面談・進路
部面談等を計
画的に実施す
るとともに、
各種調査結果
などを活用し

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・家庭訪問、二者面談、
進路希望調査等で生徒・
保護者の考えを知るこ
とができた。 
・適性検査や三社三校
比較の作成、オープンキ
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て、生徒の自
己理解に生か
す。 
 

ャンパスへの参加など
を通して、生徒は進路や
自己についての理解を
深めた。 
・生徒の自己理解や職
業理解等、進路研究に関
わる情報提供を適宜行
うことができた。 
（課題） 
・自分から行動できな
い特定の生徒の活動が
進んでいない。 
・得られたデータをも
とに、生徒の能力を最大
限に活かせるよう進路
検討会を定期的に設け
る。 
 

基礎的な学力
の向上を図る
とともに、進
路情報の提供
と進路別学習
機会の充実に
努め、生徒の
進路選択の幅
を広げられて
いるか。 
 
 
 
 
 
 
 

学校評価生徒
アンケートで
学校が進学や
就職に関する
情報や資料を
提供してくれ
ていると回答
した生徒が 
80％以上。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「高校生の
ための学びの
基礎診断」を
利活用するこ
とで、個に応
じた学習指導
や進路指導を
行う。 
・学びなおし
教材を１年生
の授業で活用
する。２年生
では新聞記事
を活用した週
末課題を徹底
する。 
・模試、進路
のしおり、進
路情報誌、進
路ガイダンス
などの活用を
進める。 
・キャリア別
終礼・進路検
討会等を定着
させる。 
・入試制度改
革に関する職
員研修を実施
する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・「学びの基礎診断」を
全学年実施し、診断結果
の利活用の仕方につい
ての職員研修を行った。
・二者面談や家庭訪問
時に生徒・保護者と一緒
に診断結果を確認する
ことができた。 
・学び直しの教材を授
業の最初の10分で1枚の
ペースで行い、復習を通
して基礎学力の定着に
効果が見られた。 
・新聞記事を活用した
週末課題を実施した。 
・進路検討会を6月と1
月に行うが、生徒の進路
と現状を比較検討する
良い機会となった。 
（課題） 
・模擬試験の受験者が
少なかった。生徒保護者
に向け、適切なアドバイ
スができていない。 
・模試の受験案内を早
目に行い、担任から粘り
強く呼び掛けてもらう
必要がある。また、受験
後の復習プリント、添削
指導の機会を設け、ステ
ップアップにつなげる
指導が必要である。 
・大学入試制度や求人
票の改訂等、次年度の変
更が多数あり、進路のし
おりの発行が遅れてい
る。次年度は新調査書や
新求人票についての職
員研修を検討する。 
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生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立（特
に時間を
守る取組
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒が健全に
社会に適応で
きる生活をし
ているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・整容検査で
合格する生徒
が90％以上 
・遅刻数が年
間月平均15人
以下。 

・学年間の指
導内容に差が
生まれないよ
うに整容検査
内容のマニュ
アルの活用を
行う。 
・検査結果を
共有化するた
めに文書セキ
ュアを活用し
てデータ管理
を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
整容検査の年間計画表
を教室や学年の掲示板
に掲示したことで、検査
日に合わせて髪を切る
など準備をすることが
できた。 
（課題） 
・毎回同じ生徒が不合
格になっており、その生
徒の指導がうまくいか
なかった。 
・検査結果のデータが
セキュアにあることを
生徒指導部以外に周知
していなかった。 
・検査結果に不服を申
し立てる一部の女子対
策が、今後の課題であ 
る。 
 

生徒が社会に
通用する能力
を備えつつあ
るか。 
 

チャイムと同
時に授業を開
始し、チャイ
ムと同時に授
業を終える授
業 が 9 0 ％ 
以上。 

・正しい授業
への取組指導
を行うことで
正しい言葉遣
い、期限を守
る態度、自己
表現の向上等
の社会人に必
要とされる人
間性を育成す
る。 
・教務部にお
いて、毎月「
時間を守る取
組」を継続す
る。 

 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・教務部では毎月「時間
を守る取組」を実施し、
生徒の意識改革にチャ
レンジした。 
・ノーチャイムにも生
徒はスムーズに適応で
きた。 
（課題） 
特別日課の際は事前指
導を行うことで生徒は
素直に動くことが多い
が、行事後に一部の授業
で気が抜けた生徒たち
が騒がしいことがあっ
た。 
 

理性的態
度と道徳
的実践力
の育成 
 
 
 
 
 
 

規範意識の高
揚、友愛・連帯
の精神を養お
うとしている
か。 
 
 

生徒総会を年
間１回開催。
委員会活動を
年間３回以上
開催。 

・生徒総会を
実施し生徒の
自主性を伸ば
す。 
・委員会活動
を３回以上実
施することで
委員会活動の
活発化を図  
る。 
 

 
 
 
 
Ａ 

（成果） 
・生徒総会を実施した。
以前より各種委員会活
動は活性化した。 
・生徒会は、行事前や行
事後の片付けなど以前
より活発に活動するよ
うになった。 
(課題) 
委員会を３回実施して
いない委員会もある。 
 

自他を尊
重し、互
いに協力
する態度
や遵法精
神の育成 
 

生徒同士が互
いを尊重し、
協調しながら
生活すること
ができている
か。 

昨年度の特別
指導発生件数
からの減少 

ＳＮＳを中心
に情報モラ  
ル、情報マナ
ーについての
指導を継続的
に行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・５月の連休前に「ネッ
トとつながる」をテーマ
にケーススタディの時
間を確保し、情報マナー
の重要性を伝えた。・ス
マホの取扱については
毎月学年だよりで注意
を促した。 
・ＳＮＳへの深刻な事
態の書き込みは減少し
た。 
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（課題） 
・今後も年度初め、長期
休業前には注意を促す
時間を確保していく必
要がある。 
・年度当初に情報モラ
ルやマナーについて講
話を行ったが、目に見え
ない所でのトラブルが
多く、指導が追い付かな
かった。 
・特性を持った生徒が
人間関係を上手く築け
ず、ストレスから書き込
みをしてしまうような
ことが時々起きている。 
 

交通安全
意識の確
立、交通
法規の理
解と交通
マナーの
向上 
 
 
 

交通事故・違
反が減少した
か。無施錠自
転車が減少し
たか。 

昨年度の交通
事故発生件数
からの減少と
二重ロック 
100％達成。 

・交通安全教
育講話の実施
と、交通委員
会の活動の充
実を図る。 
・二重ロック
及び無許可自
転車指導を徹
底する。 
 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・長期休業前に交通安
全教育の講話を実施で
きた。 
・交通委員会の活動と
して二重ロックの点検
や呼びかけ下校時の交
通指導等活発に活動し
た。 
（課題） 
・予告があったときは、
生徒は自分から検査に
違反しないよう努力す
るようにはなったが、普
段からの意識が100％と
は言い難い。 
 

人 権 教
育 の 推
進 

研修の充
実と職員
の人権意
識の高揚 
 
 
 

教育の根幹に
人権尊重を捉
え、すべての
教育活動にお
いて人権教育
の推進ができ
ているか。 
 

教職員が人権
尊重の理念を
理解し、全て
の教育活動に
おいて推進で
きるよう、一
人１回の校外
研修を受講す
る。 
 

計画的な研修
による学び合
いを通して、
人権意識の高
揚を図り、人
権尊重の理念
についての認
識を深めると
ともに実践的
な指導力を育
む。 
 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・講演会や職員研修を
計画的に実施できた。 
・校外研修にはほぼ全
員の先生方に参加いた
だいた。 
（課題） 
・講師の都合で当事者
の講話になった。ただ 
し、心情は生徒に伝わっ
た。 
 

人権の重
要課題の
学習 
 
 
 

人権課題を自
分の問題とし
て考える学習
になっている
か。 

人権教育LHR
を企画する「
校内人権教育
推進委員会」
を毎月最低１
回は開催し、
これまでの積
み上げに留意
しつつ改訂を
進め生徒の主
体性を育む。 
 

・学年の担当
者と推進委員
を中心に、全
職員が組織的
に取り組める
指導案の作成 
・意見交流を
通して主体的
に学びを深め
るLHRの実施。 
 

 
 
 
 
 
 
Ｃ 

（成果） 
・人権教育ＬＨＲは各
学年の担当の先生を中
心に行うことができた。 
（課題） 
・行事に対応した委員
会開催になり、月により
偏りができ定期的な開
催ができなかった。 
・ＬＨＲの活動の精選
が必要であった。 
 

命を大切
にする心
を育む指
導 

人権尊重の精
神に立った学
校づくりが推
進されている

すべての授業
の中で命を大
切にする心を
育む心を育て

・生徒が多様
な学びの中で
自他の特性を
自覚し主体的

 
 
 
 

（成果） 
「人権教育を通じて育
てたい資質・能力」につ
いて、職員研修教科別の
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か。 
すべての教育
活動の中で、「
命を大切にす
る心を育む指
導」の視点に
立った教育実
践がなされて
いるか。 
 

るテーマの授
業を年に１回 
取り入れる。 

に学習に取り
組める授業の
工夫・改善を
行う。（生徒
理解研修） 
・共感的人間
関係を育成す
る支援の推進
（面談・家庭
訪問） 
 

 
Ｂ 

班別協議を行い、全ての
教科において人権尊重
の精神に立った授業が
展開できていることが
確認できた。 
（課題） 
生徒間のトラブルが発
生している。自分を大切
にするとともに、他人を
思いやる心の育成が必
要。 
 

い じ め
の 防 止
等 

いじめ防
止対策委
員会を核
とした職
員間の連
携 
 
 
 

学級・学年・各
分掌部などに
おける連携が
成されている
か。 
小さないじめ
を見逃さない
初期対応がで
きているか。 
 

・いじめ解決 
100％を目指
す。 
・初期対応を
速やかに行う 

・いじめ問題
への対応マニ
ュアルの職員
への周知を図
り、全職員で
共通理解と防
止に取り組  
む。 
・心のアンケ
ート実施後、
または、いじ
めが疑われる
事案を耳にし
たら、速やか
に担任は生徒
への聞き取り
を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
Ｃ 

（成果） 
生徒からの相談、いじ
め通報アプリ「スクー
ルサイン」、心のアンケ
ート等の情報に職員が
速やかに対応すること
ができた。 
（課題）いじめに対す
る生徒の意識の低さが
際立つ。意識の改善に
向けた取組が必要であ
る。 

心 身 の
健康 

望ましい
生活習慣
の定着化
を図る 

自分の生活習
慣に関心を持
ち、行動変容
への意欲を高
められたか。 
 

自分の生活習
慣に関心を持
ち、改善して
いこうとする
生徒が80％以
上 

生徒の実態把
握を実施し、
自分の生活習
慣を見直す機
会を作る。 
 

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・望ましい生活習慣の
定着化、特に「時間を守
る習慣」については、数
年前より格段に改善し
た。 
・文化祭で朝食をテー
マに保健委員会発表を
実施した。 
その後の調査で、栄養バ
ランスを考えて朝食を
摂取したいと考えるよ
うになった生徒は７１
％だった。 
（課題） 
一部の生徒の生活習慣
の乱れも見られ、今後も
継続した取組を実施し
ていきたい。 
 

地 域 連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

熊本地震
を教訓と
して、災
害時の地
域との連
携体制の
構築や防
災教育の
充実 
 
 

学校運営協議
会を通して、
関係機関と連
携しながら、
防災体制の整
備が進むとと
もに防災教育
の充実が図ら
れているか。 
 

・スモール訓
練を３回、避
難訓練を１回
実施 
・熊本シェイ
クアウト訓練
を１回実施 

学校運営協議
会を開催し、
各委員に御意
見を伺いなが
ら、地域防災
や防災教育に
ついての取組
を充実させ  
る。各避難訓
練を通して、
生徒の防災意

 
 
 
 
Ａ 

（成果） 
避難マニュアルの作成、
ぼうさい通信の毎月の
発行、スモール訓練、三
課程合同避難訓練、熊本
シェイクアウト訓練の
実施などを予定どおり
実施し、生徒の防災意識
を高めることができた。 
・学校運営協議会でも
委員から適切な指導を
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識を高める。 
 

いただき、実施要項を改
善し、職員及び生徒に周
知できた。 
（課題） 
学校運営協議会を防災
型から総合型への移行
を検討する時期にきて
いる。 
 

開かれた
学校作り 

広報活動を効
果的に実施し
ているか。 

ホームページ
の速やかな更
新 

体験入学や中
学校説明会、
中学校訪問を
充実する。湧
水（学年広報
誌）を毎月配
布する。学校
ＨＰを速やか
に更新する。
安心メールを
活用する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ 
 
 

（成果） 
・体験入学や中学校説
明会、中学校訪問を予定
通り実施し、ＰＲに努め
た。 
・毎月、湧水を発送し、
学校の行事・生徒の様子
などを連絡した。安心メ
ールで「週末やっておく
べきことと来週の流れ」
を学年生徒・保護者に毎
週連絡した。 
・修学旅行でも安心メ
ールと学校ＨＰを活用
できた。 
（課題） 
・４０周年記念式典の
準備もあり、ホームペー
ジの速やかな更新がで
きなかった。 
・郵送物を確認してい
ない場合がある。安心メ
ール等でも湧水発送の
件について配信してい
る。 
 

地域社会に、
学校をPRして
いるか。地域
に貢献しよう
とする生徒の
態度が育って
いるか｡ 
 
 

昨年度よりも
体育大会及び
湧心祭での来
校者の増加 
 

生徒でポスタ
ー等を作成  
し、学校周辺
地に配付す  
る。 
地域のボラン
ティア活動に
参加する 

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・２学年では保護者と
連携して、「みずあかり
」ボランティアを実施で
きた。 
・自分の世界を広げる
ために校外活動への参
加をはたらきかけ、多く
の生徒をボランティア
活動や講演会等に参加
させることができた。 
・ボランティア部との
合同で、募金活動、球根
の植え付け等、また地域
の祭りの準備にも参加
した。 
（課題） 
・参加者の輪を更に広
げる必要がある。 
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４ 学校関係者評価 
○働き方改革について、やり方を工夫して職員の残業をなくす取組が必要である。 
○職員研修について、学校評価表での評価項目がない。 
○いじめについては対策を講じているが、自殺を考える生徒が出ないように日頃から教師が生

徒の観察を続け、いじめの未然防止を図る必要がある。いじめを考える機会を生徒に与えて
はどうか。 

○いじめの対策とともに、不登校生徒への支援も必要である。 
○指導に時間のかかる生徒に対応し、職員が疲弊していないか心配である、職員の心の支えを

お願いしたい。 
○評価表の中に、外来語の専門用語が増え、理解に苦しむことがある。専門用語の注釈がほし

い。 
○ＰＴＡ総会等の講演について、欠席された保護者へ、講演を録画しＤＶＤを配付したらどう

か。 

 
 

５ 総合評価 
○学校の教育目標に「命を大切にする。人権を尊重する。いじめを許さない。『恕』思いや

りの気持ちを持つ」という文言があり、特に「『恕』思いやりの気持ちを持つ」という目
標を高く評価したい。教育目標実現のため、様々な学習体験を通じて、他者との共生や異
なるものへの寛容さを持つなどの感性、及びそれらを大切にする心を育む教育の実践が求
められる。 

○高校での授業において、中学校の学び直しなど基礎・基本を指導する機会が得られている
ことに感謝したい。引き続き、基礎・基本の徹底をお願いし、分かる授業の実践を期待す
る。 

○様々な場面で、職員が様々な場面で苦労していることは評価している。職員研修の機会を
設けて教師力を上げるよう努力してもらいたい。 

 

 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
○働き方改革については、校内行事や会議の精選、正担任・副担任の業務分担、教師の校務

分掌部担当業務量の見直しを行うなどの改善を図るとともに、組織として校務に当たり、
残業をなくす取組を推進する。 

○職員研修については、それぞれ小項目のなかに研修内容を明記するとともに、研修結果に
ついても評価を行う。 

○いじめについては、日頃から教師が生徒の観察を続け、いじめの情報の共有や指導体制・
対応体制の検討を行うとともに、いじめの早期発見及び早期解消を図る。また、いじめを
しない、許さない学校作りを進める。 

○不登校生徒への支援については、ＳＣやＳＳＷの専門家からの支援を含め、家庭訪問等を
通じて生徒や家庭との信頼関係を深め、生徒の悩みや心配事のアドバイスを行う。 

○衛生委員会の実施回数を増やすことで、職員の健康面についての配慮することを検討し、
職員を支援する体制を強化する。 

○次回から、学校評議員会の資料に注釈を入れる。講演会のＤＶＤ配付については、このこ
とに要する負担増も懸念され、働き方改革もあり、講演概要の記録の配付を検討したい。 

 


